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１．はじめに 質問紙をiIiMT、回答を記入後回収した。質|AI項'二lは、前回の
調査における質問項|=lを基本とし、Ⅱスポーツ・体育に関
する質|川、］ＩＬ大学のIF課体育に関する質Ⅱ１１，１V・本学の体
育授業に関する質問、Ｖ・多摩キャンパス受識生と市ヶ谷
キャンパス受講生に関する質''１にカテゴリー分けし、質問紙
を作成した。また、Ｌ好きなスポーツ、嫌いなスポーツ、
やってみたいスポーツ、やりたくないスポーツに関してもス
ポーツ棚=|を記入した。なお、本学の体育授業は、多摩キャ
ンパスとＴｌ７ヶ谷キャンパスで授業が展開されており、各キャ
ンパスに対しても別の内容による項目を作成した。項目数は
121項|=lで、うち多摩キャンパスの受講生（以下、多摩とす
る）に対しての質問が16項目、Ｔｌ7ヶ谷キャンパスの受講生
(以下、Ｔｌ〃谷とする）に関しての質問が８項'二|であった。
各項目は、５段階評定尺度法によって評価し、対応する尺度
近年、大学設置基準の大綱化、簡素化に合わせ、大学保他
体育科目のあり方について抜本的な兄直しがなされてきた。
必修科目としての規制は取り払われ、多くの大学が保他体育
科'三1の選択化、縮小への移行を余儀なくされた。本学では、
この保健体育科'二Iの是非が問われる'1ｺ、生涯スポーツを児Ｉｌｉｌ
えた身体活動の重要性を評ll1L、保健体育科目の必修科'二|と
しての位置付けを守ってきた。しかしながら、昨今の教学改
１１１１(、さらには2003年度から導入されるセメスター性への移
行などにより、本学における保健体育科|=|も大幅な娠換IUlを
迎えることとなった。
我々は、1989年に本学学生を対象に保健体育についての
意識調査を実施した。この調査によって、保健体育科目を、
授業形態、授業方法、授業内容、施設、設備などの環境lriiか
ら捉え、正課体育のあり方やよりよい授業展開のための蕊礎
的な資料としたのである。そして、今この保健体育科'二|の転
換IUlを迎え、我々は、正課体育のあり力、授業展開について
のｉｉｉ認識をしていかなければならない。前調査から１０年以
｣1経過し、学生の意識も変化していることが予測される。そ
こで、本学学生の保健体育、スポーツにおける意識について
の調査を再度実施し、保健体育科目の改革、改善について検
討することをこの調査の|]的とする。
表１キャンパス別、学部別アンケート調査対象者
学部 学部 計
市谷男子 輔輔蝋計
法
文
経
５５市谷女子法学部
2３文学部
5８経営学部
136計
５７ 
５３ 
１９ 
１２９ 
112 
７６ 
７７ 
２６５ 
多摩男子 法学部
文学部
経営学部
情報科学部
計
322多摩女子法学部
186文学部
381経営学部
４７情報科学部
936計
い
、
㈹
７
０
７
 
２
２
１
 
５
 
泌
朋
判
別
”
５
３
５
 
１
 ２．方法 全男子 法学部
文学部
経営学部
情報科学部
計
３７７全女子
２０９ 
４３９ 
４７ 
１０７２ 
螂螂鏑榴計
260 
253 
179 
７ 
６９９ 
６３７ 
４６２ 
６１８ 
５４ 
１７７１ 
本学正課体育受講生を対象とし、質|H1紙による調査を実施
した。対象についての学部別、男女別の人数については、表
１に示した。調査は、平成13年11月Ｉ'１句から下旬にかけて
体育授業（本学ではスポーツ総合と称す）内において学生に 無効標本数男子９ 女子
1０ 
第２１巻
２ 
の程度表現は、「１．強くそう思う」「２．そう思う」「３．
どちらでもない」「４．そう思わない」「５．全く思わない」
を川いた。回答は、「思う」「どちらでもない」「思わない」
の３段階評価とし、その際、「強く思う」と「思う」を「思
う｣、「そう思わない」と「全く川わない」を「思わない」と
した。なお、アンケート調査川紙は文末に添付した。
集まった回答は、体育・スポーツ研究センター所員が分担
し、各カテゴリーについて各々解析し、考察を､Ⅱえた。
まず「好きなスポーツ」「やってみたいスポーツ」につい
ては男女の差は出たものの、１０位以内に入っている櫛目ｒ｜
体は特に大差はなく球技系の種目が大多数を占めた。
男子においては「好き、やってみたいスポーツ」でサッ
カー、野球、バスケットボール、テニスが上位を占めたが、
｢やってみたいスポーツ」でスノーボード（５位)、ダイビン
グ（10位）といったニュースポーツも10位以内に入ってい
た。また「嫌い、やりたくないスポーツ」については水泳、
マラソン、バスケットボールといった持久力を要するスポー
ツが上位を占めた。
次に女子においては「好き、やってみたいスポーツ」で
バレーボール、バドミントン、テニスといったネット型対戦
スポーツが比較的｣二位であったが、「やってみたいスポー
ツ」で男子同様スノーボードが２位に入り、ラクロスといっ
た女子の競技人口が圧倒的に多いものも３位であった。「嫌
い、やりたくないスポーツ」については男子同様マラソン、
水泳、バスケットボール、陸上競技といったものが上位を占
めた。
以上が結果として出たものだが列女共通していえることは、
｢好き、やってみたいスポーツ」で｣三位に入っているものは
反対に「嫌い、やりたくないスポーツ」でも上位に入ってい
るということから、そのスポーツ櫛目のメディアの鰯'１１度や
競技人'二1の多いもの等が要因として、好き嫌いではなく関
心が高いスポーツであるといえる。逆に時代の流れともいえ
るが、武道、格闘技といったものはやや関心が薄れてきてい
るといえるだろう。
（古田康(''１）
3．結果と考察
（１）好き嫌い、やってみたい、やりたくないスポーツに
ついて
本学学生に対して、関心のあるスポーツについてのアン
ケート調査を行った｡質問項'二|は「好きなスポーツ」「嫌い
なスポーツ」「やってみたいスポーツ」「やりたくないスポー
ツ」の４項|=|とし、それぞれ該)LLiするスポーツ繩目（複数回
答TTI）を記入してもらい、受識キャンパスごとの集計はせず
に男女別の集計を行った。集計結果は表２，３に示したが、
各項|=111位以下の櫛目に関しては「その他」とした。
関心のあるスポーツについて（男子）
やってみたい嫌いやりたくない
表２
好き 囮皿回回回回国囿囮囹囮
画 】』』 四 画
國囹団団回国囮■団函國
】田工】二口 ［ （２）スポーツ・運動に関する質問についてスポーツ・運動に関する一般的な質|Ⅱ|として、’二|己の体力の把梶、スポーツ観についての意識に対する調査を行った。14の質問項|=|の''１から、「'二|分の体力には催|信がある（11-１)」「スポーツを観るのが好きである（Ｈ－ｌｌ)」「スポー
ツ・運動をすることが好きである（Ⅱ-14)」の３項[|をＩｌｌｌ
ｌｌＩ、各項'三lについて解析した。｜Ⅱ|答は、「思う」「思わない」
の２段階評Ⅲとし、本設Ｉ１Ｉ１の解析では、「どちらでもない」
の'111符は除外した。表４に集計の結果を示した。また、ｿ｣子
と女子において各1ri目について偏りがあるかどうか検討する
ため、２×２の分割表を作成し、結果の処理はｘ２検定（独
立性）によってlMlIilTした。なお、危険率は１％水準とした。
あるスポーツについて（女子）
てみたい嫌いやりたくない
陰匝刎刀肌回国囹囮皿乃、 表４スポーツ・体育に関する質問男子(9)女子G） Ｘ,値質問項目自分の体力には自信がある１)思う２)思わないスポーツをhjlるのが好きである１)思う
２)思わない
スポーツ･運動をするのが好きである１)思う
２)思わない
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｢思わない」が196名(27％)であった。「そう思う」では男子
よりも女子の割合が高い結果となり男女間で差が見られた。
この給果は、大学での授識科目に対して、基礎科目である体
育に関して特別の期待がそれほど高いものはなく、女子につ
いては特にその傾向があるものと思われる。男子では「思わ
ない」で４割の回答が有り、必要性を感じてないとは考えに
くいと思われる。
「体育授業で満足感を得ることが多い（III-13)」（図２）
男子全体では「そう思う」428名（39％)、「思わない」
254名（24％)、女子全体では「そう思う」255名（37％)、
｢思わない」161名（23％）で男女共にほぼ同じ割合であっ
た。多摩、Ｔｌ７ヶ谷で比べると男女共に全体とほぼ同じ割合で
差は見られなかった。満足感を感じているかいないかは、
｢そう思う」が「思わない」を｣1に|っている事から、これは
授業内容が十分受け入れられているものと思われる。
「体育の授業を受講して楽しい（Ⅲ-16)」（図３）
リ｣子全体では、「そう思う」605名（57％)、「思わない」
121名（11％)、女子全体では「そう思う」397名（56％)、
｢思わない」９５名（14％）であり、男女共にほぼ｢ilじ劉合で
あった。多摩、Ｔｌ吟谷で比べると、男子では大きな差は見ら
れなかった。女子の「そう思う」で約１割ほど市ヶ谷が高い
割合を示した。男女共におよそ６１ｌｆｌｌのものが「そうA1Aう」と
答え授業内容に十分満足し、楽しく感じているものと考えら
れる。他項'三|で技術の向上に付いての質|Ｍ１も有ったが、学Ｈ１
は技術面でのlhlLを求めることより、活動事態を楽しみたい
という目的意識によるものがこのような結果として表れたと
考えられる。
「体育授業は気分転換に役立つ（III-20)」（図４）
ｿ｣子全体では、「そう思う」728名(68％)、「思わない」
127名(12％)、女子全体では「そう思う」475名(68％)、「思
わない」８３名（12％）で男女とも同じ割合であった。市ケ谷
の女子で「そう思う」（74％）が最も高い割合であった。ｿ）
女共に「そう思う」が７割に近い|､l答をしている。これは|］
頃の運動不足の生活が伺われる。体育授業での身体活動は、
ストレス解消や身体活動の心地よさを感じているものと考え
られ、リフレッシュに効果を認めているものと推察できる。
「体育授業で新しい友達ができた（Ⅲ-23)」（図５）
ｿ)子全体では「そう思う」780名(72％)、「思わない」９６
名（９％)、女子全体では「そう思う」592名(83％)、「思わ
ない」４３名（６％）であった。男子では「そう思う」が７Ｗｉｌｌ
を超え、女子では８割超が「そう思う」と|回|答している。
多摩、市ケ谷で比べると、「そう思う」が多摩(71％)、Tliヶ
谷(83％）と市ヶ谷が向く、一力女子では多摩(86％)、ＴＩｉヶ
谷(72％）と多摩が高い値であった。新しい友達ができたと
言うものは、学生4t活において友人の存在は大きなものであ
り、その友人を作ることのできる体育授業は、重要な位置づ
けがされていると言える。
「体育授業で教員は学生と共に課題に取り組んでいる（H［
-40)」（図６）
「自分の体力には自信がある（II-1)」の項目では、男子
714名中の390名（54.6％）が「思わない」と回答し、女子
においても516名中355名（68.8％）が「思わない」と回答
した。男女ともに「思う」と回答した人数よりも「思わな
い」と回答した人数のほうが多くみられた。また、男子の
｢思う」と回答した人数は、「思う」と回答した全体485名中
324名（66.8％）であった。Ｘ2検定の結果において、人数の
偏りが有意であり（ｘ２（２）＝24.616、Ｐ＜0.01)、女子は男
子よりも体力には自信がないと思っていることが顕著に示さ
れた。
「スポーツを観るのが好きである（Ⅱ-11)」の項'三|では、
男子が918名１１１７９３名（86.4％）、女子が559名11]465名
(832％）と高い値を示し、男女ともに「思う」と回答した
人数は多く、男女ともにスポーツ観戦は好まれている傾向に
あることが示された。ｘ2検定においても、人数の偏りに有
意な差はみられなかった（ｘ２（２）＝2.568,Ｐ＜0.01)。
続いて、「スポーツ・迎動をすることが好きである（Ⅱ-
14)」の項目においては、「思う」の回答で、男子が947名''’
873名（92.2％)、女子が555名中448名（80.7％）と高い値を
示し、男女ともにスポーツ・通勤をすることは好まれている
傾向にあることが示された。また、「思う」とlnl湾した全体
の人数1321名11]873名（66.1％）を男子が占め、Ｘ2検定の
結果においても、人数の偏りが有意であった（ｘ２（２）＝
42.324、Ｐ＜0.01)。したがって、男子のほうが「思う」と回
答する傾向の強いことが示された。
以上の結果から、男子は女子に比べスポーツを観戦する
よりも、自分で身体を動かしたいと思う何illhlにあることが示
された。つまり、男子はスポーツを観るのが好きであり、す
るのはさらに好きであるということである。一方、女子にお
いては、「スポーツを観戦することが好き」と回答した学生
と「スポーツ・運動をするのが好き」と回答した学生が８割
を超える高い割合で同稗度の人数にあり、スポーツはiiiMるの
もするのも好きという佃Irilにあったといえる。総合''１りな判断
として、性差は見られたもののスポーツに対する需要は男女
ともに大きいと思われる。「自分の体力にl÷Ｉ信がある」とい
う学4kは、リ)子で約５割、女子では約３割の回答にとどまっ
たが、健康・体力の維持墹進を雑本的目標の１つに掲げる本
学の体育授業の重要度は高いと推察される。
（苅部俊二）
（３）大学の正課体育に関する質問について
大学の体育に対する考え方を広く質問した。項'１数は４７
項｢|であり、その中から以下の６項|=|を取り｣こげ考察する。
｢大学で体育があるとは思わなかった（Ⅲ－１）」（図１）
男子全体では「そう思う」と回答した人数は、1071名''1
463名(43％)、「思わない」439名(41％)であった。「そう思
う」が若干多いが4割強でほぼ同じ割合であった。女子全体
では「そう思う」と回答した人数は、718名111430名(60％)、
第２１巻
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男子全体では「そう思う」519名(49％)、「思わない」１４９
名（14％)、女子全体では「そう思う」405名(58％)、「思わ
ない」６８名（10％）であった。「そう思う」で男子よりも女
子の方が高い割合であった。多摩、Ｔｌ７ヶ谷で比べると、「そ
う思う」で男女共に（男子多摩48％、市ケ谷53％、女子多
摩55％、市ケ谷69％）若干ではあるが市ケ谷が高い割合で
あった。
「そう思う」が男子よりも女子が高い事は、女子クラスに
おける、授業展開が導入方法としてより基本的課題から入っ
ている事が考えられる。これは教員の評価に繋がるものと考
えられるが、男女共に「思わない」は１割程度と低く、「ど
ちらでもない」を除外した割合（｢そう思う」男子78％、女
子86％）でみると「そう思う」が約８割の高い値を示した．
これは学生から高い評Iilliを受けていると考えられる。
（笠井淳、鈴木良1111）
体で212名（17％)、女子全体の142名（20％）を大きく上
回っている。この数値は、自分の体力を知る上で体力測定実
施が役立っていることが伺え、その必要性を感じていると推
測できる。また、スポーツ・体育に関する質ｌｌＩｌ「自分の体力
に自信があるか（Ⅱ－１)」で男子の約55％、女子の約69％
が「思わない」と回答している。自分の体力と体力測定実施
の意義との、机関関係があるかどうか明確ではないが、体力
測定が学4tにとって自己の体力を知る上で、知り得る機会で
あることは間違いなく、実施の意義は高いものといえよう。
「体育が選択科目であっても受講したい（Ｖ-14)」（図
9） 
市ケ谷．多摩の男子で「そう思う」が452名（46.7％)、女
子では214名（30.0％）であった。「そう思わない」は男子
317名(22％)、女子274名(39％）であった。単純には比較
できないが女子は、選択科'二1にした場合受講しない傾向が数
値から椎i11llできる。また多摩の女子の239名の約42％が「思
わない」と答えている理由は、選択科目を履修する場合、多
摩での受識を想定しての回答と思われ、通学への経済的、物
理的負扣が大きな要因と考えられる。
「スポーツ総合の授業内容に満足している（Ｖ－ｌ５)」（図
10） 
男子では538名(50.3％)、女子では385名(52.2％）が「そ
う思う」と回答している。「そう思わない」は、男子191名
(１８％)、女子78名（11％）を大きく上回っている。特に多
摩、市ケ谷の女子、５５～58％が満足していると回答してい
る。ＴＩＴケ谷男子では45％とやや低い回答であったが、市ケ
谷の男子にとってはＴｌ7ヶ谷キャンパスの教場が狭く、種'三|が
限定されていることによるものと思われる。現在スポーツ総
合は、教場、lIi1l]、時限により剛=1設定に困難さがあるが、
学生の多くは概ね満足しているものと思われる。また、教且
諸氏の指導力法等の工夫によるところが大きいものと思われ
る。
「スポーツjIijlillの授業内容にiiMj足している（Ｖ-16)」（図
11） 
男子では１０６９名中、609名（57.0％）が､女子では693名111,
389名（56.1％）が「そう思う」と回答している。ｿ]女共
ほ要同様の割合で満足と答えている。多摩．ＴＩｉヶ谷キャンパ
ス別に見るとＴｌ〃谷が男子50％、女子52％が「そう思う」
との回答に対し、多摩は男子58％、女子57％と満足度が高
い。また、「そう思わない」の回答は多摩で12～14％、市ケ
谷が10～11％であった。Ｔｌ1ヶ谷の学生は、スポーツ極'三|の
選択は調杏の段階で既に決定していたものの、シーズンス
ポーツのスキー．スケートは実施されていない状況での回答
であり、夏季休Ｉｌｌ帥の通学集中、合宿授業などの受講形態に
よる要素が満足度に影響したものと椎i11Ilできる。多摩の学生
においてはスポーツ総合と同様の傾向がみられ、男女共、学
生の満足度は高い。この理''1はスポーツ種目に選択の１幅があ
り、８割以上の受講生が希望種'二lの履修を可能にしているこ
とによるものと'１鰍'1される。格技系から球技系へのjmil=1の設
（４）本学の体育授業に関する質問について
ここでは「スポーツ種目の種目数を増やしてほしい（Ｖ－
ｌ)」から「体育授業によって体力がIril上した（Ｖ-18）の
各設問のうち、学生たちが教員をどのような存在として認め
ているか、体力測定実施の意義、体育の授業内容充実或いは
改善を念頭にいれ、次の６項目についての調査結果と考察を
行った。
「体育担当の教員のほうが他の教科の教員より身近に感じ
る（Ｖ－９)」（図７）
多摩・市ケ谷共にｿ)子では「そう思う」と回答人数は１０７３
名中、547名、（50.9％）女子は698名''１，４０５名(58.0％）で
あった。市ケ谷の女子は129名中、８３名（64.3％）が「そう思
う」と答え、高い数値を示し、多摩の女子332名''１(56.0％）
との１１１]に有意差（t＝8.470Ｐ＜0.05）が見られた。また、
｢そう思わない」はり)女とも全体の13％と低い数111を示した。
この数値から男女共に「どちらでもない」を含め約９割が他
の科[|の教師より体育教員に対して親近感をもっていると推
測できる。大学正課体育の設問「体育授業でiiMi足感を得るこ
とが多い（IH-13)」のり｣女約35％、「体育の授業を受講し
て楽しい（IlI-16）４０～45％の数{１１１を示している項|=|と同
様の結果がみられ、教員と学上上との親密感の強さが「iillIi足
感｣、「楽しい」との深い関係性があることを裏付けている。
体育授業は教員と学生とのこころと体のコミュニケーション
から成り立っており、教員との親近感をもつことは学生に
とってスポーツへの興味、スポーツ技術l【ﾘｰﾋの一つの大きな
要素であり、教員を身近な存在として認めていることは折導
｣二有益であると考える。
「年度当初の体力111'1定は'二１分の体力を知る_'２で意味がある
(Ｖ-11)」（図８）
男子は全体の550名（51.4％)、女子は341名(49.0％）が
｢そう思う」と回答し、「そう忠わない」との|lil答は、男子全
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整った体育施設で充実した授業によって、今日特に、迎動不
足に陥った学生に多摩の体育施設を大いに活用させてやりた
い。また各々が、健康の増進と体力の向上をはかり、述動の
楽しさを実感し、４|柵スポーツの享受能力を高めてもらいた
いと願うものである。
（五明公男、富田公IWi）
定、学生の志|句を考慮した種目配置の効果でもある。今後は、
｢そう思わない」不満に対する理由を把握し、改善をはかる
必要がある。
「大学での体育授業によってスポーツが好きになった（Ｖ
-17)」（図12）
男子では、303名（28.3％)、女子184名（26.0％）が「そう
思う」と回答している。「そう思わない」がりj子264名
(24.7％)、女子205名（29.0％）であった。「そう思う」「そ
う思わない」での男女間の有意な差（ｔ＝2.035ｐ＜００５）
はみられなかったが、多摩の男子、市ヶ谷の女子では、それ
ぞれ29％、３１％「思う」との回答が多く、対'１((的に多摩の
女子、Ｔｌ７ヶ谷の男子は30％、２４％と「思わない」の回答が
多かった。また、「どちらでもない」は男女共45～54％あっ
た。「そう思わない」との回答は、大学の正課体育に関する
質問「体育授業で満足感を得ることが多い（llI-13)」「体
育の授業を受講していて楽しい（Ⅲ－１６)」の項目で、男女
共に「そう思う」の回答が約４割～６割を占めており、この
結果からも、既に高校期までにおいてスポーツが好きであっ
た学生は「思わない」と|回1答しているものと柵11'|されるが、
明確なる判断はさけなければならない。こうしてみると大学
での体育授業によってスポーツが好きになった学生が約３割
存在していることが判り、本学の体育．スポーツ授業の教育
環境と授業|人1容が高校期と比較して高い水準で行われている
評価ともなろう。また、体育・スポーツの意義と必要性は、
生涯スポーツの立場からも大学期で重要な意味をもつものと
考える。
（１）]村義男）
４まとめ
本学正課体育受識生を対象として、正課体育・スポーツに
対する意識に関し、質ＩＨＩ紙による調査を実施した。
調査の結果、本学学生は、スポーツを好み、体育授業に関
しても、「満足感」「楽しさ」「充実感」などに対して高い割
合で「思う」と評Illiしていることが示された。「新しい友人
ができた」や、「教員に対する親近感」に関しても多くの学
生が肯定的な|回|答をし、保健体育科目の有効`性、必然性はlﾘl
liliiになったといえる。本学の体育授業に関しても、スポーツ
総合、スポーツWilil=|の各授業について６割近くの学生が肯定
的な回答をしている。したがって、本学における体育授業は
学生にとって充実したものとなっていると推察される。多摩
キャンパスの通学に対する負担、市ヶ谷キャンパスにおける
体育施設、設llliの不足などからくる学生の不満もlﾘ]らかと
なったが、多摩キャンパスの体育施設、多摩丘陵の[|然に対
する環境の良さについては高い満足度を示している。通学に
対する不満さえなければ、多摩キャンパスの体育授業は、学
生にとってiiMi足度の商い授業となっていると思われる。TIjヶ
谷キャンパスでの体育授業に関しては、限られた体育施設の
'１１で、学生のニーズに合わせた多種多様な授業展開が求めら
れるであろう。
保健体育科'二|は、教育の中でも人間形成の基礎に深く関わ
るものであり、いつの時代でも人類の真の幸福は、日々変動
する社会の流れに対応し得る、強靭な肉体と不屈の粘神を培
い、意義ある人41;を歩むことにある。更に健康で体力にilIIiち
た身体をつくることは、人類の福祉の根源であり、文化的で
豊な化活を送る基礎でもある。この時期だからこそII1論はも
とより、実践実習が最も敢要な教育であるといえる。そこで、
大学教育の一環として、すべての学生に体育実技を通じて、
身体運動の重要性の識識、生涯スポーツの育成、健康的なラ
イフスタイルの確立、更には人間性の発達を理念とするもの
である。今後は、この調査を踏まえ、本学による保健体育科
'二|のあり方や授業の展|》|などを勘案しながら更に検討をljl1え
ていきたい。
（５）多摩キャンパスの受講生と市ヶ谷キャンパスの受講生
に関する質問について
多摩とTlアケ谷に対しての質''１（Ｖ-19,20,24,29,31,32,34,
36,39,４２）の結果を図１３から22に示した。多)率の86.7％の
学生は、通学にお金がかかり負担であることや、また通学に
時間を要すると答えているが、市ヶ谷キャンパスで受論した
かったという学生は45.7％であった。体育施設については、
自然にlIIlまれているという環境の良さを含めて76.2％の学生
は満足していると答えている。高尾１１１ハイキングは楽しかっ
たと答えた学生は45.6％であり、多摩キャンパスで受講して
よかったと秤えた学生は、37.1％という値を示した。
市ヶ谷キャンパスにおいては、体育施設に関してはM1'二|が
限定されるにもかかわらず、半数近くの受講化はiiMi足してい
ると答え、多摩キャンパスで受講したかったと答えた学生は
11.1％であった。
集''１授業での体育授業は、体力的に辛いかという質|川で
は、ほぼ半数の学生は体力的に辛かったと等えている。
以｣この結果から、交通費や通学'1細]の問題もあるが、やは
り自然環境に恵まれ、且つ、各種グランド、設I111iなど十分
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図20.市谷総合体育館の体育施設は整っている(Ｖ-36）
多摩男子 多摩女子
１２７(23､） …⑯"',洲’“仙洲国露…
289(31%） 
図19.高尾山ハイキングlま楽しかった(Ｖ-34）
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アンケート表
、大学の正湿IIS流に00-ｹるH1U］
ど
弦らそ全
くらうく
そそで忠旭
ううしわわ
思凡）ななな
うういいい
（１）火11Aで体亦があるとは思わなかった’－２－３－４－５
（２）大喉に入学して気分をEIiたにして休汀授栗に1m(リｌＵんだ１－２－３－４－５
（３）体in｢峻典はできるだけlU席したい１－２－３－４－５
（４）体､｢授獺I」Ⅱl席を爪ＩＩＪしているからしょうがなく１１ⅡI(している１－２－３－`1-5
（５）授楽0ｹ１１０の９０，)は長い１－２－３－４－５
（６）休汀投魔ではiH限したいス31ビーツlunを珊択させるぺきだ１－２－３－．－５
（７）体ｍ２恥でlJuJ)女合同のクラス旧成のIユうがよい１－２－３－４－５
（８）ｌＩｓＷ授楽にIkUk系絞のゲームを多く取り上I「てIユしい’－２－３－４－５
（Ｏ）体而峻典でl』多少ハ荷が強いIIlltbでも取り入｣しるべきだ’－２－３－４－５
（１０）体而授磁での週助lUは多いと凧じる１－２－３－`１－５
（11）体而授漁でＩＭＭ､のlAl上を尖感できる１－２－３－４－５
（１２）体､｢授及でⅡｌＷさIしるI）l務はよく)ｴﾉWできるｌ－ｚ－３－`１－５
（１３）体汀授癒で潤足感を１１)ること力【多い１－２－３－４－５
（１４）体力の授旗で湖動を好きになった１－２－３－４－５
（１５）休汀の授典はilfびのようなものだ’－２－３－４－５
（１６）体而の俊典を受ﾘｽしていて楽しい１－２－３－４－５
（１７）体而の授漁は好きな牧ｲﾄの一つである１－２－３－４－５
（１８）体亦の授欺で自分の体力をさらに商めたい１－２－３－４－５
（１９）体亦授戒はOMI(の雄持1M進に役立つ’－２－３－４－５
(２０）体汀授典は気分転換に役立つ１－２－３－４－５
(２１）体市授襲はストレスのﾉWirIに役立つ１－２－３－４－５
(２２）体而授爽ではlWH1をより深くj【ﾛることができる’－２－３－４－５
(２３）体7712典で断しい友人ができた’－２－３－４－５
(２４）体汀授典は打来、スポーツを脱げていくきっかけになる】－２－３－４－５
(２５）体亦授慶は必I〕[ｲｌｐではなくilBUWlDでよい’－２－３－４－５
(２６）私は瑚択ﾘｲ【lであっても体市腿襲を皿肱する１－２－３－４－５
(２７）大験は体16rの俣粟をしっと111やすぺさだ１－２－３－４－５
(２８）スキー、スケートの他にしっとりf外授粟を1Mやすぺさだ１－２－３－４－５
(２９）休亦授躍では敬１１としての成Uiや)Ⅱ位は不必要だ１－２－３－４－５
(３０）大学における１１４両1K侭の授蕊は必要である１－２－３－４－５
(３１）授粟でリハビリテーシロン法や妊胴のあのlIsZlを学習したい１－２－３－４－５
(３２）疾滴や陣杏をもつ学生のために物別授典が必要である１－２－３－４－５
(３３）体而授魏での牧口のいいかI『んな行動を感じることがある１－２－３－`１－５
(３４）体､｢BR難で教、の醜W1不足を感じることがある１－２－３－`１－５
(３５）体汀俊漁を受ける上での股佃、ノnJし、施政はBXっているｕ－２－３－４－５
(３６）敬ハI』休而の授典に＃ん心に取り肌んでいる’－２－３－４－５
(３７）休而授奥で舷側から侮辱（体、や怒甘）を受けたことがある１－２－３－４－５
大学体清に関するアンケート
この阿支はげ学生のRMLを参考にして、大学体亦の授苑をより兀爽したものにするため
の資料とナるplM)で実施しま１．、アンケートは鮒記名とし、成Ijlに１１－切凹係ありません
ので、隊さんの中江など意几をお聞かせください．
Ｉについては、項ロに記入もしくは1A当にＯをつけてください．Ⅱ以降は５１Ｍｉ８ｌ価を
したと３のあなたのほ凡に股も近いところの暦,･にＯをつけてください．
ｌあなたについての質問です
1．学加一が郎一学科
２．学年－．年
３．年〃－．厘
4．性別ｍ･女
５．高停学位での迎助部所瓜亦旦然部
６．大学での所属布・鶴体育会郎
学団迎（1,Ｗ会）
スポーツサークル
7．定)II的なスポーツ活動（体市会、学団述、スポーツサークルを除く）へのひ加
８．mも好きなスポーツ
9．最もやってみたいスポーツ
1０．殿も倣いなスポーツ
１１．股もやりたくないスポーツ
12.大学でスポーツＩＤ合の授粟を受lXしている圃所一巾ケイｆ･多月ｑ－
ｕスポーツ・体育に閲する質問
ど
強ちそ全
くらうく
そそで思思
ううしわわ
Ｊｕ恩ななな
うういいい
（１）自分の体力にはBl8がある１－２－３－４－５
（２）所ＤＩＩやテレビ・ラジオのスポーツ肥不、番】uに接している１－２－３－４－５
（３）友人との会Z8の中にスポーツの18皿が多い１－２－３－４－５
（４）スポーツは肥鰍や勝敗があるから面白い１－２－３－４－５
（５）スポーツは肥似や研敗がなくても「やる｣ことに庖侭がある１－２－３－４－５
（６）同性の友人とスポーツをすることが多い １－２－３－４－５ 
（７）Ｊ１性の友人とスポーツをすることが多い１－２－３－４－５
（８）現代におけるスポーツはファプシロンである’－２－３－４－５
（９）身体を助力､1.ことは好きである１－２－３－４－５
(１０）社会に１１｣てからもス)ｌＩ－ソ活助をやろうと思う１－２－３－４－５
（11）スポーツを皿るのが好きである１－２－３－４－５
(１２）スポーツはBk康な人間活動に不可欠な(）のである１－２－３－４－５
(１３）スポーツは文化として一般に腿ぬられている’－２－３－４－５
(１４）スポーツ・速助を寸・ることは好きである１－２－３－４－５
ど
強らそ全
くらうぐ
モモでＪＵＪＵ
ううしわわ
凪思ななな
うういいい
（３８）体育投薬では良い先生にJ1Xまれている１－２－３－４－５
（３９）体育侵粟での敬臥の１Ｍ岬は学生の意凡を味砿するぺきだ１－２－３－４－５
（４０）体育侵洩で杜且は学生とともに疎皿に取り皿んでいる’－２－３－４－５
（４１）体育投只を抵当している敬且とXjl近lUIを符らたい’－２－３－４－５
（４２）体官授藁は辺助不足解inに役立っている１－２－３－４－５
（４３）体育侵粟は※い、１－２－３－４－５
（４４）体１V侵典には何も期御していない１－２－３－４－５
（４５）体有授粟は傾団形成やAmaづくりの学召になる１－２－３－４－５
（４６）体官民裏で多くのスポーツを胆映できて良い’－２－３－４－５
（４７）大学においての体向侵案は、沢にすぺａだ.１－２－３－４－５
Ｗ高校の正眼体育についての質問
（１）休亦投棄では技術の向上を実感できた’－２－３－４－５
（２）体育投棄で梱堺される内容はよく理)Wできた・１－２－３－４－５
（３）体育授秦で演足感を１１ることが多かった１－２－３－４－５
（４）休向の侵典で辺助を好きになった１－２－３－４－５
（５）体有の侵巣は遊びのようなものだ１－２－３－４－５
（６）体育の授粟を受腸していて楽しかった’－２－３－４－５
（７）lIsVV授典での敬且のいいかIﾌﾞんな行動をlUlじることがあった’－２－３－４－５
（８）体育授集で敬貝の脱肌不足を感じることがあった１－２－３－４－５
（９）体育授栗を受ける上での攻偏、HML、施政は益っていた’－２－３－４－５
（１０）敏且は体１Vの授粟に鳳心に取りｌｕんでいた１－２－３－`１－５
（１１）体有授乗で敬且から侮辱（体、や怒甘）を受けたことがある１－２－３－４－５
（１２）体育授典では良い先生に恵まれていた１－２－３－４－５
（１３）体育授藁での敬且のIl1Ulは学生の迂凡を昨虹するぺきだ１－２－３－４－５
（１４）体向侵頂で敬貝は学生とともにKmRmに取り皿んでいた’－２－３－４－５
（１５）体有侵東を１，当している敬且と双近凪をＮｉらたい１－２－３－４－５
（１６）体向後漢は楽しかった１－２－３－４－５
（）７）高位において体育侵粟は必要であるｌ－２－３－４－５
Ｖｔｈ政大学の体７V侵粟についての質問
（１）スポーツnlpの孤目政を1Nやしてほしい’－２－３－４－５
（２）日分の希団するスポーツ孤目を遍択できた１－２－３－４－５
（３）１年次でスポーツ腿合、２年次でスポーツⅨロを皿舷したい１－２－３－４－５
（４）３年次も体官俣典があったほうが良い’－２－３－４－５
（５）４年次も体ﾘｹﾞ授藁があったIユうが良い１－２－３－４－５
（６）他敬科と比ぺて体yV侵慶のUMW印は高い１－２－３－４－５
（７）体育爽位のＷｌは月性のIエうが良い’－２－３－４－５
（８）体向爽1AのＷＷ女性のIユうが良い１－２－３－４－５
（９）体有I､当の敬風のlエうが他Qh科の敗貝よりも身近に感じる１－２－３－４－５
ど
強らそ全
くらうく
そそでＪＵＡｕ
ううしわわ
忠思ななな
うういいい
（１０）他大学の１ｋ流授案の形皿を知っている１－２－３－４－５
（11）ＩＦ皮当初の体力測定はロ分の体力を知る上で意味がある１－２－３－４－５
（１２）授災は受験でブランクがあったので初めのうらはきつかった１－２－３－４－５
（１３）体汀は爽伎だけでなくlXiQの授蕊も行うぺきだ１－２－３－４－５
（１４）体而がｊｕＷ１ｐになっても受１月したい１－２－３－４－５
（１５）ス)Ｉｌ－ソOjB合の授梁内容には滴足している１－２－３－４－５
（１６）スポーツlqIlの授藁IAl窓には胸足している１－２－３－４－５
（１７）大学での体而陵棄によってスポーツが好きになった１－２－３－４－５
（１８）休汀授巣によって体力が向上した１－２－３－４－５
ここからは多摩キャンパスで体汀を受１月している力に質111】しま．「
（１９）ｉl｢ケ谷キャンパスよりj､学にお金がかかり負担である１－２－３－４－５
（２０）Ｊ１iケ谷キャンバスよりi､学に時間がかかりハＩｑである１－２－３－４－５
（２１）正､j門から体而飽、体而械まで距服が遍く不便である’－２－３－４－５
（２２）111でスポーツ陀合、ｌｄｐの皿倣ができ(､ｲﾘだ１－２－３－４－５
（２３）lIUlで体汀爽伐を２回受lXするのは体力的につらい’－２－３－４－５
（２４）各１日グラウンド．肢Wiなど体布施股は触っている１－２－３－４－５
（２５）ｊＭ'授粟でスポーツllpの111位を敗りたい１－２－３－４－５
（２６）スポーツI｣2台は同じクラスの学生と受！(できて瓜い１－２－３－４－５
（２７）体而施設は拭っているが．投薬でうまく活Ⅲされていない１－２－３－４－５
（２８）ｉｎ天の場合の突伎凶所、脂WlAI窓に工夫がほしい１－２－３－４－５
（２９）ｉ１１ケがキャンパスで体而授柔を受１月したかった１－２－３－４－５
（３０）凡jt時に食堂がiEN【していて時111】がかかる１－２－３－４－５
（３１）多犀キャンパスは自然にＩ､まＩして呵りZが良い１－２－３－４－５
（３２）多摩キャンパスで体而授寵が受lXでき良かった１－２－３－４－５
（３３）多犀キャンパスで他崇郎の授勲の皿肱をしたい１－２－３－４－５
（３４）商尼山ハイキングは蕊しかった１－２－３－４－５
ここからはlliケがキャンパスで体汀を受1Kしている力に髄間しまブ・
（３５）体力授凝が多摩キャンパスで受1体rるよりも便ｲﾘだ１－２－３－４－５
（３６）ｉ１１ケ谷継合体１，１の体亦股(Rは魅っている１－２－３－４－５
（３７）スポーツ１２合は同じクラスの仲間と受１月したかった１－２－３－４－５
（３８）スポーツ価ロのｊＭ'授乗はハ1mが大きい１－２－３－４－５
（３９）多摩キャンパスで体而俣凝を受１月したかった１－２－３－４－５
（４０）体而城の外でも体術授藁を受けたい１－２－３－４－５
（４１）ＪＭＤ授典では充爽したbR典が行われた１－２－３－４－５
（４２）ｊＭｌ隈蕊でのIﾄﾞ汀授戒は体力的につらい１－２－３－４－５
アンケートにご協力いただきありがとうございました
第２１巻
